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 第２章では，特徴量を手動で設計するHOG(Histograms Oriented Gradients)拡張法




をグラフ理論のネットワークで表現する．これを FTN(Feature Transform Network)
と呼ぶ．FTN に対して評価関数と制約式を与えた組合せ最適化問題 FTOP(Feature 

















































HOG(Histogram of Oriented Gradients) 特徴量に対し，勾配方向のビン数の異なる複
数のヒストグラムを用いるという新たなHOG拡張法を提案し，その有効性を示すため
に，標準データセットの一つである INRIA Person Datasetを用いて実験を行い，提案
法の方が従来法より識別精度が向上することを示している． 
 次に著者は，特徴量を自動取得する最適化法を提案している．近年物体識別によく用
























びその組み合わせ数の上限，CNN Inceptionの詳細，最適解において AUC(Area Under 
the Curve)と評価値との相関関係の関連，Adversarial example と呼ばれる学習済の
NNを欺くような問題が提案法で発生する可能性等，種々の質問がなされたが，いずれ
も著者からの適切な説明によって質問者の理解が得られた． 
 以上により，論文審査及び最終試験の結果に基づき，本学位論文審査委員会において
慎重に審査した結果，本論文が，博士（工学）の学位に十分値するものであると判断し
た． 
